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二
○
○
三
年
）
な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
も

需
要
、
所
得
と
の
関
連
に
お
け
る
モ
デ
ル

分
析
を
行
っ
て
い
る
。

法
政
大
学
比
較
経
済
研
究
所
で
は
、
一

九
九
六
年
か
ら
国
際
労
働
力
移
動
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
組
織
し
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
パ

ー
に
収
録
し
、
一
九
九
九
年
に
は
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、「
国
際
労
働
力

移
動
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

集
」
と
し
て
、
公
表
し
て
い
る
。
森
廣
正

編
『
国
際
労
働
力
移
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

│
外
国
人
定
住
と
政
策
課
題
』（
法
政
大

学
出
版
局　

二
○
○
○
年
）
は
そ
の
総
括

で
あ
り
、
労
働
力
移
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

を
歴
史
的
分
析
や
各
国
別
事
例
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
論
じ
て
い
る
。

一
九
九
○
年
代
以
降
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の

拡
大
、
加
盟
国
の
対
外
開
放
、
あ
る
い
は

Ｆ
Ｔ
Ａ
の
進
展
な
ど
に
よ
っ
て
ア
ジ
ア
諸

国
で
も
モ
ノ
、
カ
ネ
の
移
動
が
国
境
を
越

え
て
激
し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
れ

て
ヒ
ト
の
移
動
も
増
加
し
、
質
的
な
変
化

が
現
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は
労
働
移
動
の

多
く
の
要
因
は
貧
困
と
所
得
格
差
か
ら
説

明
さ
れ
て
き
た
。
特
に
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス

タ
ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
な
ど
、
南
ア
ジ

ア
諸
国
か
ら
は
出
稼
ぎ
労
働
者
と
し
て
中

東
諸
国
を
中
心
に
数
百
万
単
位
で
移
動
し

て
い
る
。
ま
た
一
九
八
○
年
代
後
半
ま
で

フ
ィ
リ
ピ
ン
や
タ
イ
か
ら
は
農
村
女
性
が

大
量
に
出
稼
ぎ
労
働
者
と
し
て
国
外
に
出

て
い
た
。
し
か
し
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て

か
ら
は
熟
練
労
働
者
や
Ｉ
Ｔ
な
ど
の
高
度

技
術
者
の
国
外
流
出
が
増
え
て
お
り
、
こ

の
貴
重
な
労
働
力
を
自
国
に
呼
び
戻
す
こ

と
が
各
国
の
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
出
稼
ぎ
労
働
者

に
関
す
る
経
済
学
的
分
析
で
は
澤
田
貴
之

著
『
ア
ジ
ア
経
済
論
』（
創
成
社　

二
○

○
四
年
）
の
第
三
章
「
ヒ
ト
の
移
動
と
現

代
ア
ジ
ア
」
で
出
稼
ぎ
労
働
者
の
需
給
関

係
な
ど
を
分
析
し
て
い
る
。
早
瀬
保
子
編

『
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
国
際
人

口
移
動
』（
Ｉ
Ｄ
Ｅ
・
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ　

二

○
○
一
年
）
は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
人
材
養
成
部

会
労
働
社
会
保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の

一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
議
論
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
の
人
口･

労
働
力
移
動
の
実
態
、
各
国
の
労
働
力
移

動
政
策
、
労
働
市
場
調
整
な
ど
の
報
告
と

と
も
に
当
該
地
域
の
関
連
資
料
、
統
計
デ

ー
タ
も
豊
富
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。（
財
）

ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
は
ニ
○
○
四
年

に
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
雇
用
政
策
と
国
際
的

な
労
働
力
移
動
に
関
す
る
調
査
研
究
」
を

発
表
し
て
い
る
。

世
界
最
大
の
労
働
力
を
抱
え
る
中
国
に

つ
い
て
は
国
際
的
な
労
働
力
移
動
を
扱
っ

た
も
の
は
少
な
い
。
し
か
し
近
年
の
急
速

な
経
済
発
展
に
よ
っ
て
国
内
の
労
働
力
移

動
、
出
稼
ぎ
が
急
増
し
、
そ
の
労
働
力
移

動
を
論
じ
た
著
書
の
中
で
石
田
浩
著
『
貧

困
と
出
稼
ぎ
』（
晃
洋
書
房　

ニ
○
○
三

年
）
は
中
国
の
内
陸
部
、
農
村
の
貧
困
と

出
稼
ぎ
と
の
関
係
を
実
態
調
査
に
基
づ
い

て
実
証
し
た
も
の
で
、
中
国
国
内
の
労
働

力
移
動
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
ア
ジ
ア
に
お
け

る
労
働
力
移
動
を
理
解
す
る
た
め
の
参
考

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
調
査
で
は
大

島
一
二
編
著
『
中
国
進
出
日
系
企
業
の
出

稼
ぎ
労
働
者
』（
芦
書
房　

二
○
○
一
年
）

が
あ
り
、
日
系
企
業
に
働
く
出
稼
ぎ
労
働

者
の
社
会
背
景
、
動
機
な
ど
を
分
析
し
て

い
る
。

な
お
、
国
際
労
働
力
移
動
で
は
こ
れ
ま

で
送
り
出
す
側
か
ら
の
要
因
の
分
析
が
多

く
見
ら
れ
た
が
、
近
年
で
は
受
け
入
れ
側

に
お
け
る
諸
問
題
の
調
査
研
究
も
進
ん
で

い
る
。

桑
原
靖
夫
編
『
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
外

国
人
労
働
者
』（
東
洋
経
済
新
報
社　

二

○
○
一
年
）
は
日
本
と
米
国
を
比
較
し
な

が
ら
受
入
国
側
か
ら
の
外
国
人
労
働
者
の

実
態
を
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
外
国
人
労

働
者
が
増
加
し
受
入
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
弊

害
や
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
多
く
、

こ
う
し
た
視
点
で
論
じ
た
著
書
と
し
て
梶

田
孝
道
・
伊
豫
谷
登
士
編
『
外
国
人
労
働

者
論
』（
弘
文
堂　

一
九
九
七
年
）
が
参

考
に
な
る
。

日
本
国
内
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
の

問
題
を
扱
っ
た
著
書
は
多
く
、
少
子
・
高

齢
化
が
進
む
日
本
社
会
で
外
国
人
労
働
者

を
ど
の
よ
う
に
扱
い
、
将
来
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
を
論
じ
た
セ
ミ
ナ
ー
報
告
『
人
口

減
日
本
の
選
択
│
外
国
人
労
働
力
を
ど
う

す
る
』（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所　

二
○
○
四
年
）
は
興
味
深
い
。
な

お
、
日
本
政
府
に
よ
る
外
国
人
労
働
者
に

関
わ
る
出
版
物
で
は
、『
外
国
人
雇
用
対

策
の
現
状
』（
労
務
行
政
研
究
所　

一
九

九
五
年
）、
労
働
省
職
業
安
定
局
外
国
人

雇
用
対
策
課
編
『
諸
外
国
に
お
け
る
外
国

人
労
働
者
の
現
状
と
施
策
』（
日
刊
労
働

通
信
社　

一
九
九
九
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
す 

が
わ
ら　

ふ
さ
こ
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
図
書
館
）

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
国

際
労
働
力
移
動菅

原
房
子

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

コ
ー
ナ
ー

国
際
経
済
の
急
速
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

お
け
る
も
っ
と
も
顕
著
な
現
象
と
し
て
国

境
を
越
え
た
労
働
者
の
移
動
は
、
多
く
の

国
の
経
済
と
労
働
人
口
に
多
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。
特
に
一
九
九
○
年
代
以

降
の
国
際
労
働
力
移
動
は
そ
れ
以
前
と
比

べ
て
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
ま
た
、
複
雑

化
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働
機
構
）
が
一
九
九

八
年
に
出
版
し
たThe W

ork of Strang-

ers: A
 S
urvey of International Labor 

M
igration

（
邦
訳
『
世
界
の
労
働
力
移

動
』）
は
人
口
・
労
働
力
移
動
を
め
ぐ
る

世
界
の
動
き
に
つ
い
て
そ
の
歴
史
、
実
態
、

理
論
を
包
括
的
に
ま
と
め
、
九
八
カ
国
に

お
よ
ぶ
関
連
デ
ー
タ
を
収
載
し
、
世
界
の

労
働
力
移
動
を
学
ぶ
上
で
の
テ
キ
ス
ト
的

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
の
理
論
的
研
究
で
は
、
近

藤
健
児
著
『
国
際
労
働
移
動
の
経
済
学
』

（
中
京
大
学
経
済
学
研
究
叢
書
第
九
輯　

二
○
○
○
年
）、
島
田
章
著
『
国
際
労
働

移
動
の
マ
ク
ロ
経
済
分
析
』（
五
鉉
社　




